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本章の内容 

• 識別関数の値によってクラスを決定する 

識別規則について解説 

• 超平面の方程式を理解することが 

線形識別関数を理解する第一歩 

 

線形識別関数の係数ベクトルとバイアスを 

学習データを用いて決定する方法 

↓ 

2乗誤差最小標準化基準、フィッシャーの判別関数 

ロジステック回帰 



6.1 線形識別関数の定義 
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6.2 最小２乗誤差基準によるパラメータの推定 
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6.3 線形判別分析 
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